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平成１６年の新春を迎えて　　　　　　　院長　　　露口　泉夫

　「平成」に年号が変わって、もう１６年目を迎えようとしています。あらためて感じるの
は、この１５年の歳月の早く過ぎたことでした。平成元年に生まれた方はもう中学校を卒業す
る年齢に達したのです。
　さて、この１年を振り返ってみますと、国の内外に、形を変えて凶悪犯罪やテロ等が多く発
生いたしました。「殺伐とした」と形容し得る平成１５年であり、２００３年でした。
　一方、ケータイ電話、インターネット、回数が増えた「のぞみ」、 確かに世の中は便利にな
りました。しかし、果たして私達は昔に比べて幸福になったのかと、時に思うことがありま
す。「のんびりさ」がなくなったと感じるの は、何かにつけてゆっくりとした時代を生きてき
た人間だからでしょうか。若い人たちは恐らく、私とは別な価値観、時間感覚をお持ちなので
しょう。人さし指 でしかケータイの番号を押せない人間には、今のせわしない社会は「ついて
いけない」社会なのでしょうか。
　年初にあたり年寄りのグチを書き連ねましたが自分の心だけは誰からも侵される事なく、こ
こまでくれば引き続き、私なりの「愚直な」余生を送りたいと考えております。
　とにかく今年も前向きに生きましょう。世の中を見据え、前を向いて、いつまでも「幸福の
青い鳥」を探し求めて人生を歩みましょう。

子宮癌検診を受けましょう　　　　　　　　産婦人科　　永井　景

　子宮癌による死亡率は１９５５年(昭和３０年)と比較すると、約半分になっていますが、こ
れは子宮癌検診の普及により早期発見例が増加したためと考えられます。
　子宮癌の６～７割は、膣内に飛び出ている子宮の出口の癌、いわゆる子宮頸部癌です。最近
の研究の結果、パピローマというウイルスによる感染が子宮頸部癌 の原因ということが分かっ
てきました。このウイルスは主に性交渉で広がって行きます。近年、性交渉の若年化により
１０代、２０代から子宮頸部癌または、そ の前癌病変を認めることが多くなり、問題となって
います。
　子宮頸部癌は初期にはほとんど症状がありません。また初期には比較的進行が遅く、前癌病
変の時期が数年間あると言われています。ですから、定期健診さえ 受けていればほとんどが初
期癌までに見つかります。子宮頸部癌の検査はとても簡単で、痛みもほとんどありません。
　子宮頸部癌は、進行した場合には拡大手術や放射線照射　化学療法が必要です。しかし初期
癌までの場合は子宮を全部取らなくても、出口だけを特殊なメスで くり抜くだけで直ってしま
います。入院も１週間程度の簡単な手術で再発率もかなり低くなっており手術後の妊娠、出産
も可能です。
　一方、最近、子宮の奥の癌つまり子宮体部癌が増えてきています。これは、一つには食生活
の欧米化が原因とされています。これも癌検診で見つけることがで きますが、現在、バスなど
で行われている集団検診では行われていません。比較的初期から出血することが多いと言われ
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ています。
　以上のようなことから、少なくとも１年に１回と、不正出血のあったときは産婦人科で癌検
診を含めた診察をうけることが望ましいと思われます。特に子宮頸 部癌に関しては年齢に関係
なく、むしろ、まだ子供を産みたいとお考えの方こそ受ける意義があると思います。
　当科では昨年から地域の皆様の要望の多かった羽曳野市の子宮癌検診事業へ参加し、また最
新の内視鏡システム(子宮癌の精密検査)を導入し子宮癌検診の普 及と正診率の向上に努めてい
ます。子宮癌は簡単な検診で早期発見、早期治療が可能な癌ですので定期的に子宮癌検診をう
けましょう。

当センターの理念
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☆　　１・２月の教室案内　　☆

◆１月８日（木）・　９日（金） ◆２月５日（木）・　６日（金） 13:30～ 糖尿病教室(消化器内科)

１４日（水）・２８日（水） ４日（水）・１８日（水） 13:30～ カンガルー 教室(産婦人科)

１９日（木） 13:30～ 喘息教室(小児科)

�²���©�•
ì�Š�è���³ �‡�p�]
ì�Š�X�i�^�M

　医療相談室をご存知でしょうか？　相談室では、病気になったことで起こってくる様々な問
題、困ったこと、悩んでしまうこと等のご相談をお受けしています。

※医療相談室は管理診療棟（外来エリア）
２階で病棟との通路付近にあります。
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　もちろん
•�µ�x�k	� されます。
　相談に来ていただいたからといって、必ず問題が解決するものではないのですが、お話を聞
き、一緒に考え、いろんな情報をお伝えし、今抱えていらっしゃる問題や不安を少しでも軽く
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出来るようお手伝いさせていただきます。
　「相談に行こうか　どうしょうか」考えるだけで心が重くなることもあるのでしょうが、
「相談してみよう」と決心されることが、問題解決の一歩になることもあります。
　お気軽に利用・活用してみてください。
※不在の場合はドアにセットしている連絡票に御記入の上備付けのポストに入れておいてくだ
さい。のちほど連絡させていただきます。
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　お正月に新年会、何かと飲む機会が増える時期なので、「お酒」について、少
しばかりお話を…
　お酒は約一万年前すでに存在し、農作物の収穫を神に感謝し喜びを分かち合う
為、年に一回全てを忘れて酔いしれたのです。
　時代とともにお酒を大量に作る術を覚え、日常的に飲めるようになりました。ほろ酔い程度
のお酒はストレスを解消し、食欲を増進させてくれます。又血液中 の善玉コレステロールを増
やして動脈硬化を防ぐといわれています。一方大量のお酒を飲み適量をこえてしまうと、バラ
ンスや反射神経が鈍り、歩く事はおろか 意識までもうろうとしてきます。そして大量飲酒を続
けると、肝機能障害やアルコール依存症を引き起こしてしまうのです。
そうならない為に、
　１ お酒の強い弱いは体質で、訓練では強くなりません。
　　 ただ脳や体の反応が鈍くなって、現れなくなっただけ。
　２ お酒のカロリーはほとんどが熱になって、脂肪にはなりにくい。
　３ おつまみは、油や塩分の多いものは控えましょう。(唐揚げ、塩辛等)
　４ おつまみは､野菜サラダ､お刺し身､冷奴､枝豆､酢の物等がおすすめ。
　５ 週に1日は、必ず「休肝日」を作り、1日１合までにしましょう。
　　　　　日本酒１合＝ビール中ビン１本、ウイスキーダブル１杯、ワイングラス２杯
　６ 普段から疲れを残さず飲みすぎず、肝臓をいたわりましょう。
以上の事に注意して、適量を守り、お酒と上手に楽しく付き合いましょう。
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